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茂森新町ねぷた同好会
会長 小山内 稔さん

年々地元の参加者が減って
いく中で、後片付けでも何
でもやってみたい！と参加

してくれた人が多かったの
が喜ばしいことでした。すぐ

に会のメンバーとも打ち解けて、
まつり後も SNS でのやり取りが続いていたり、次
の年のねぷたに戻ってきてくれたりした人もいま
す。これからも、興味をもってねぷたに関わってく
れる人が参加してくれるとうれしいです。
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沿道から見るだけでは味わ

うことのできないことを、

たくさん体験できました。

生まれ育った町でもゆか

りのある町でもないのに、

こんなに思い入れを持つこ

とができたのは、地域の皆さん

達が良くしてくださったからです。

西地区ねぷた親交会
会長 白井 宏之さん

西地区は「組ねぷた」と
いう特性もあり、紙貼り
や色塗りなど、いろんな経

験をしてもらえたと思いま
すし、 会としても人手が増え

て助かりました。自分が手をか
けたねぷたの運行が良い思い出になったようで、 次
の年のまつり運行や弘前ねぷた浅草まつりに参加し
てくれた人もいます。このプロジェクトをきっかけ
に、ねぷたの輪が広がってほしいですね。
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■問い合わせ先　県外でのねぷた PR…観光課（☎ 40-0236）
／友好都市交流…文化振興課（☎40-7015）／関係人口の創出
（Entre!）…企画課（☎40-7121）
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東京で暮らす中で忘れていた

時間の過ごし方、こういうあ

たたかい付き合い方もあっ

たな、と大切なものを思い

出しました。祭りという熱い

ものが人々の血の中に流れて

いること目の当たりにし、体験

して改めて弘前の人々に尊敬と憧れを持ちました。
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県外でのねぷた出陣一例

友好都市交流
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※このほかにも、ふるさと祭り東京（東京ドーム）、
楽天モバイルパーク宮城（仙台市）、北海道函館市、
愛知県豊田市などにも出陣しています。

弘前ねぷた浅草まつり　＠東京都台東区
北斎まつり　＠東京都墨田区
弘前ねぷた in 神戸　＠兵庫県神戸市
弘前ねぷた in 今治　＠愛媛県今治市

【北海道斜里町】
　1983 年に友好都市提携の盟約を締結し、毎年
７月に開催される「しれとこ斜里ねぷた」に参加

【群馬県太田市】
　2006 年に友好都市提携の盟約を締結し、毎年
８月に開催される「尾島ねぷたまつり」に参加

　弘前ねぷたまつりには、毎年、両都市の囃子方
などが参加し、現在もなお、「ねぷた」がつなぐ
交流を続けています。
　2022 年に開催した「弘前ねぷた 300 年祭」では、
弘前・斜里・太田の３都市のねぷたが弘前に集結
し、ねぷた運行を行いました。

「E
ア ン ト レ

ntre!」によるねぷた交流

▲斜里ねぷた運行に参加する
「弘前市民号」の皆さん

▲弘前市から太田市に寄贈し
た「友好都市交流ねぷた」

▲神戸ポートタワーと弘前ねぷた

特集

　８月に、津軽の熱く儚
はかな

い夏を届ける弘前ねぷた。
私たち弘前市民は、太鼓や笛、鉦

かね

の音色、拡声器
から聞こえるヤーヤドーの掛け声、沿道でねぷた
を見ながら食べる屋台の味、絵師それぞれの個性
があふれる武者絵などに、きっと毎年「じゃわめ
ぐ」はずです。
　そんな「じゃわめき体験」を県外の皆さんにも
体感してもらい、ねぷたの虜

とりこ

になってもらう取り
組みを続けていることをご存じでしょうか。
　折り畳み可能で弘前ねぷたまつりで運行してい
る大型扇ねぷたを活用し、全国各地に「弘前のね

ぷた」を出陣させ、県外にねぷたファンを増やし
ています。また、県外の人に弘前に実際に来ても
らって、ねぷた小屋で作業を手伝い、ねぷたまつ
りの合同運行に参加するプロジェクト「Entre!（ア
ントレ）」の実施も、今年で３年目です。
　他にも、友好都市である北海道斜里町と群馬県
太田市で開催されるねぷたまつりに参加し、文化
交流を深めてきました。
　今回の特集では、弘前ねぷたが、さまざまな地
域と地域、そして、人と人をつなぐ「縁」を少し
だけご紹介します。
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～おわりに～
　今回は、「ねぷた」がつなぐ人と人の縁を紹介しました。「ねぷた」という誇らしい文化が、私たちの弘
前にあることを改めて感じながら、来月に開催される弘前ねぷたまつりに参加してみませんか。

「ねぷた」の輪を

広げたい。

　関係人口創出プログラム「Entre!」のねぷたコースは、まつりの
人手不足に少しでも貢献できるよう、町会で運営している６つのね
ぷた団体の運行の準備や後片付けにも参加してもらえるような仕組
みにしています。２年間で34人の県外在住者が参加し、うち20人（６
割！）が弘前を再訪していて、その場で終わらない交流が続いてい
ることはうれしいです。団体の皆さんの熱さや面白さに触れて、参
加者の心に深く残る機会を提供できていると感じています。私もね
ぷたにハマった一人なので、今年も毎日運行に参加しようかな（笑）。

弘
前ねぷたが




